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武井俊一 

 

Ｑ 

 
 

 

Ａ 
 

見 出 問

 

み

ど

り

市

の

農

業

生

産

の

課

題

は

。

 

副

市

長

 

高

齢

化

に

よ

り

農

業

従

事

者

が

減

少

し

て

い

る

。

そ

し

て

、

経

営

耕

地

面

積

も

減

少

し

て

お

り

、

全

体

の

生

産

力

が

少

し

ず

つ

低

下

し

て

い

る

。

ま

た

地

域

的

に

、

野

生

鳥

獣

な

ど

に

よ

る

農

作

物

へ

の

被

害

が

耕

作

意

欲

の

低

下

に

つ

な

が

っ

て

い

る

。

 

問

 

み

ど

り

市

独

自

の

農

業

生

産

支

援

施

策

は

。

 

副

市

長

 

ま

ず

国

、

県

の

支

援

策

を

積

極

的

に

活

用

し

て

い

き

た

い

。

若

い

新

規

農

業

者

に

は

、

ま

ず

生

産

力

向

上

の

観

点

か

ら

、

Ｉ

Ｃ

Ｔ

技

術

の

導

入

。

ま

た

、

消

費

者

ニ

ー

ズ

が

見

込

ま

れ

る

希

少

野

菜

の

栽

培

、

栽

培

品

目

農

業

、

生

産

資

材

の

高

騰

に

対

す

る

支

援

施

策

は

 

今

議

会

で

補

正

予

算

を

上

程
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Ｑ 

 
 

 

Ａ 
 

見 出 を

増

や

し

て

、

売

れ

る

野

菜

を

つ

く

っ

て

い

く

。

若

い

方

が

意

欲

的

に

取

り

組

め

る

施

策

を

検

討

し

て

い

き

た

い

。

地

域

特

性

、

農

業

者

の

ニ

ー

ズ

に

合

っ

た

施

策

を

講

じ

、

農

業

活

性

化

や

農

業

者

の

新

た

な

、

挑

戦

を

応

援

で

き

る

よ

う

、

必

要

な

予

算

措

置

を

講

じ

て

い

き

た

い

。

 

問

 

農

業

、

生

産

資

材

の

高

騰

に

対

す

る

支

援

施

策

は

。

 

市

長

 

農

業

と

い

う

の

は

、

私

た

ち

人

間

が

生

き

て

い

く

上

で

、

大

変

重

要

な

食

料

の

生

産

を

営

ん

で

い

る

重

要

な

産

業

で

あ

る

と

い

う

認

識

。

昨

年

度

に

は

、

原

油

価

格

の

高

騰

に

よ

り

燃

料

費

負

担

増

が

農

業

経

営

を

圧

迫

し

て

い

る

状

況

を

踏

ま

え

、

ハ

ウ

ス

加

温

に

用

い

る

重

油

、

灯
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Ｑ 

 
 

 

Ａ 
 

見 出 油

、

木

質

ペ

レ

ッ

ト

な

ど

の

購

入

費

の

一

部

を

支

援

し

た

。

今

回

、

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

ィ

ル

ス

感

染

症

の

影

響

も

あ

り

農

業

生

産

費

の

高

騰

も

続

い

て

い

る

こ

と

か

ら

、

今

議

会

で

補

正

予

算

を

上

程

し

て

い

る

。

今

後

も

農

業

生

産

費

の

高

騰

対

策

支

援

を

、

関

係

団

体

、

群

馬

県

農

業

協

同

組

合

な

ど

と

も

情

報

共

有

し

、

対

応

し

て

い

き

た

い

と

考

え

て

い

る

 


